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ワンコイン浸水センサ実証実験について 

１．実証実験の目的・趣旨 

近年、大雨による浸水被害や河川の氾濫が頻発しており、浸水の状況を迅速に把握し、災害

対応を行うことが重要となっております。そのため、センサを用いてリアルタイムに浸水状況

を把握する仕組みの構築に向けて、民間企業と国や自治体等の様々な関係者がセンサを設置

し、センサの特性や情報共有の有効性等を検証する実証実験を実施しています。 

国土交通省にて公募している「ワンコイン浸水センサ実証実験」に応募し令和 7年度新規参加

者として採択を受けました。（ 市内１０か所にセンサを設置 ） 

 

○ワンコイン浸水センサ 

 小型で長寿命かつ低コストな    

センサ及び受信機で浸水の状況が     

把握可能な検知システム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．実証実験の概要 

国土交通省が用意したセンサを浸水の可能性がある地域に設置し、リアルタイムに浸水の有無

を把握するとともに浸水データを国土交通省及び他の実証実験参加者と共有する。 

 

令和７年度参加者：２３２自治体 

うち新規参加者： ７０自治体 

 

 

 

 

３．期待する効果 

   大雨時には職員によるパトロール及び市民からの通報により道路の浸水状況を確認し排水

作業や通行止め等の措置を行っていますが、浸水が想定される箇所にセンサを設置し浸水状況

をシステム上でリアルタイムに把握することができることにより、浸水発生時の通行規制や 

迅速な現場対応が可能となり、道路利用者の安全確保、浸水被害の防止・軽減が期待できる。 

出展：国土交通省 HP 
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